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フライパンで出来る
イカ焼き

出
張
で
阿
寒
に
出
か
け
た
と
き
の
事
で

す
。
ホ
テ
ル
の
朝
食
会
場
で
並
ん
で
い
る

と
知
ら
な
い
人
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
ま
し

た
。「
コ
ッ
プ
ど
こ
?
」
た
ま
た
ま
置
い

て
あ
る
場
所
が
目
に
入
っ
た
の
で
「
こ
ち

ら
で
す
。」
と
取
っ
て
渡
す
と
、
私
が
も

の
言
い
た
げ
な
顔
を
し
て
い
た
せ
い
か

「
J
A
さ
ん
だ
か
ら
・・・
。」
と
一
言
。

そ
の
後
、
何
事
も
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に

飲
み
物
を
入
れ
て
席
に
着
い
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
な
ぜ
、
わ
か
っ
た
の
か
不
思
議

で
し
た
。
後
で
考
え
て
み
る
と
ネ
ー
ム
に

つ
い
て
い
る
J
A
マ
ー
ク
を
見
た
の
か

な
と
思
い
い
た
り
ま
し
た
。

組
合
員
相
談
課
の
人
で
も
、
J
A
士

幌
町
の
人
で
も
な
く
J
A
の
人
と
し
て

見
ら
れ
る
こ
と
を
普
段
は
意
識
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
外
に
出
る
と
そ
う

い
う
見
ら
れ
方
を
す
る
の
だ
と
実
感
し

ま
し
た
。

「
J
A
さ
ん
だ
か
ら
」
と
声
を
か
け
ら

れ
た
よ
う
に
、
良
く
も
悪
く
も
ひ
と
り
ひ

と
り
の
行
動
が
、
地
域
社
会
に
と
っ
て

は
J
A
全
体
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
と
ら

え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
改
め
て

J
A
の
職
員
と
し
て
の
在
り
方
を
考
え

た
い
と
思
い
ま
す
。（
K
）

今
回
の
表
紙
は
、
エ
ル
ダ
ー

ミ
セ
ス
交
流
会
の
様
子
で
す
。

3
日
間
の
交
流
で
よ
り
深
く

交
流
で
き
た
で
し
ょ
う
か
？

ま
た
来
年
同
じ
顔
ぶ
れ
で
お

会
い
し
た
い
で
す
ね
。

材料 （3人分）

【作り方】

生いか ････････････････ ２杯
酒 ････････････････ 大さじ２
オリーブ油 ････････････ 少々

[いか漬けだれ]
・しょう油 ･････････ 大さじ２
・酒 ･･･････････････ 大さじ２
・砂糖 ･････････････ 大さじ２
・みりん ･･･････････ 大さじ１
・しょうが（すりおろし） ･･･ 少々
・にんにく（スライス） ･･･ 適量

① いかを漬けだれに１５分つけて
おく。

② フライパンにオリーブ油を熱し
てから、いかを並べ酒をふり
かけ、ふたをして蒸し焼きにする。
焦げないように弱火で焼く。

③ いかがふっくらしたら、漬けだ
れを回しかけ、水分がなくなる
まで煮詰めたらでき上がり。
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女
性
部
新
田
支
部
設
立

50
周
年
記
念
祝
賀
会
が

同
実
行
委
員
会
（
鈴
木

朱
美
委
員
長
）
主
催
に

よ
り
、1
月
22
日
（
月
）

十
勝
川
温
泉
観
月
苑
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は

部
員
を
始
め
地
区
役
員
や
農
協
関
係

者
な
ど
約
40
名
が
出
席
し
、
記
念
す

べ
き
50
年
の
節
目
を
祝
い
ま
し
た
。

初
め
に
鈴
木
委
員
長
よ
り
「
支
部

設
立
当
時
は
、
お
互
い
の
立
場
を
尊

重
し
あ
い
な
が
ら
参
加
し
、
様
々
な

研
修
を
通
じ
て
多
く
を
学
び
活
動
を

続
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

長
年
に
わ
た
り
購
買
品
戸
口
配
送
利

用
奨
励
事
業
で
は
新
田
地
区
は
常
に

ト
ッ
プ
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
お
り
、
女

性
部
事
業
活
動
へ
の
理
解
と
協
力
の

賜
物
で
あ
る
と
誇
り
に
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
厳
し
い
現
実
は
続
き
ま

す
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
ク
リ
ア
ー

し
な
が
ら
、
支
部
活
動
を
通
し
更
な

る
強
固
な
和
で
繋
が
っ
て
い
く
こ
と

今 月 の
特 集

T o p i c s

Ｊ
Ａ
士
幌
町
女
性
部

新
田
支
部 

設
立
50
周
年
記
念
祝
賀
会

平
成
29
年
度
士
幌
町
肉
牛
振
興
会
枝
肉
共
励
会（
乳
雄
・
交
雑
）

乳
牛
の
部 

「
魁
ビ
ー
フ
1
号
」

交
雑
の
部 

「
十
勝
緑
陽
ビ
ー
フ
2
号
」 

が
最
優
秀
賞

2
月
9
日
（
金
曜
日
）
士
幌

町
肉
牛
振
興
会
（
曽
我
透
会

長
）
主
催
に
よ
る
枝
肉
共
励
会

（
乳
雄
・
交
雑
）
が
北
海
道
畜

産
公
社
道
東
事
業
所
十
勝
工
場

に
て
開
催
さ
れ
、
町
内
生
産
者

よ
り
乳
雄
の
部
に
29
頭
、
交
雑

の
部
に
29
頭
が
出
品
さ
れ
ま
し

た
。
年
々
レ
ベ
ル
が
上
が
っ
て

い
く
共
励
会
で
す
が
本
年
も
す

ば
ら
し
い
肉
質
の
枝
肉
が
揃
う

中
、
日
本
食
肉
格
付
協
会
に
よ

る
審
査
を
実
施
し
序
列
を
決
定

し
た
結
果
、
乳
雄
の
部
で
は
、

鎌
田
佳
尚
氏
出
品
の
魁
ビ
ー
フ

1
号
、
交
雑
の
部
で
は
、
十
勝

緑
陽
牧
場
出
品
の
十
勝
緑
陽

ビ
ー
フ
2
号
が
最
優
秀
賞
に
輝

き
、
入
賞
者
に
表
彰
状
や
ト
ロ

フ
ィ
ー
、
副
賞
が
贈
ら
れ
、
会

場
は
大
き
な
拍
手
が
お
こ
り
ま

し
た
。

交雑の部　最優秀賞
十勝緑陽牧場出品　十勝緑陽ビーフ2号

乳雄の部　最優秀賞
鎌田佳尚氏出品　魁ビーフ1号

國枝理事
による乾杯

を
心
か
ら
願
い
ま
す
」

と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

続
い
て
髙
橋
組
合

長
・
太
田
女
性
部
長

よ
り
祝
辞
を
頂
き
、

國
枝
理
事
の
乾
杯
の
ご

発
声
で
祝
賀
会
が
開
催
さ

れ
、
祝
賀
会
の
中
で
は
、
思
い
出

の
フ
ォ
ト
ム
ー
ビ
ー
が
映
し
出
さ

れ
、
懐
か
し
さ
で
歓
声
が
上
が
り
、

思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
楽
し
い

ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。
結
び

に
房
谷
農
協
運
営
協
力
委
員
長
の

ご
発
声
で
万
歳
三
唱
し
、
祝
賀
会

を
終
了
し
ま
し
た
。

◆ 乳雄の部

◆ 交雑の部

名　　号 出 品 者 枝肉重量 格付
最優秀賞 魁 ビ ー フ 1 号 鎌 田　 佳 尚 465㎏ Ｂ－２
優秀賞１席 緑 陽 ビ ー フ 1 号 ㈲緑陽肉用牛牧場 478㎏ Ｂ－２
優秀賞２席 国 枝 ビ ー フ 1 号 国 枝　 俊 彦 506㎏ Ｂ－２
優秀賞３席 康 司 ビ ー フ 1 号 加 納　 康 司 466㎏ Ｂ－２
優 良 賞 日の出ビーフ 1 号 加 納　 英 章 492㎏ Ｂ－２

名　　号 出 品 者 枝肉重量 格付
最優秀賞 十勝緑陽ビーフ2号 ㈱十勝緑陽牧場 552㎏ Ａ－４
優秀賞１席 第２農場ビーフ1号 ㈲西上加納農場 469㎏ Ｂ－４
優秀賞２席 上音更ビーフ 4 号 ㈲上音更肉用牛牧場 558㎏ Ｂ－４
優秀賞３席 十勝緑陽ビーフ4号 ㈱十勝緑陽牧場 537㎏ Ｂ－４
優 良 賞 アズマイビーフ1号 アズマイファーム㈱ 553㎏ Ｂ－４

（敬称略）
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士
幌
西
地
区
麦
作
組
合

設
立
50
周
年
記
念
祝
賀
会
を
開
催

士
幌
北
地
区
麦
作
組
合

創
立
50
周
年
記
念
式
典・祝
賀
会
を
開
催

士
幌
西
地
区
麦
作
組

合
（
平
田
定
之
組
合
長
）

は
1
月
24
日
（
水
）
に

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
テ
ラ
ス

帯
広
に
於
い
て
、
設
立

50
周
年
記
念
祝
賀
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

開
催
に
あ
た
っ
て
平
田
組
合
長
は
、「
昭
和
42
年
に
土

作
り
、
地
力
維
持
を
目
的
に
、
麦
作
り
が
始
ま
り
、
大

型
コ
ン
バ
イ
ン
で
集
団
刈
り
取
り
を
行
う
た
め
に
組
合

が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
小
麦
と
い
う
初
め
て
の
作
物
を

栽
培
し
穂
発
芽
に
悩
ま
さ
れ
、
ま
た
右
も
左
も
わ
か
ら

な
い
組
合
運
営
と
苦
悩
の
連
続
だ
っ
た
と
聞
い
て
お
り

ま
す
。
現
在
小
麦
は
基
幹
作
物
と
し
て
位
置
を
確
立
し
、

刈
り
取
り
も
I
T
化
が
進
み
良
質
小
麦
が
多
く
収
穫

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
、
諸
先
輩
達
の

試
行
錯
誤
を
重
ね
た
努
力
の
た
ま
も
の
で
す
。」
と
挨
拶

さ
れ
、
第
7
代
組
合
長
市
原
照
義
氏
、
第
8
代
組
合
長

加
藤
克
美
氏
の
両
名
に
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
感
謝
状

の
贈
呈
を
行
い
、
篠
原
専
務
、
加
納
麦
作
連
絡
協
議
会

会
長
よ
り
祝
辞
を
頂
き
、
市
原
氏
の
乾
杯
の
ご
発
声
で
、

祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

士
幌
北
地
区
麦
作
組
合

（
加
納
利
男
組
合
長
）
は

1
月
30
日
（
火
）
に
ホ
テ

ル
グ
ラ
ン
テ
ラ
ス
帯
広
に

於
い
て
、
創
立
50
周
年
記

念
式
典
及
び
祝
賀
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

開
催
に
あ
た
っ
て
加

納
組
合
長
は
、「
昭
和
40
年
代
、
豆
類
が
中
心
の
農
業
形

態
か
ら
馬
鈴
し
ょ
、
て
ん
菜
が
基
幹
作
物
と
し
て
定
着

し
、
化
学
肥
料
が
中
心
と
な
り
無
畜
化
が
も
た
ら
す
土

地
の
荒
廃
を
防
ぐ
た
め
の
補
完
作
物
と
し
て
土
作
り
・

地
力
維
持
を
目
的
と
し
て
小
麦
耕
作
が
始
ま
り
ま
し
た
。

昭
和
43
年
26
戸
の
組
合
員
で
組
織
さ
れ
、
50
年
と
い
う

長
い
歴
史
を
築
い
て
こ
ら
れ
た
背
景
に
は
役
員
、
組
合

員
皆
様
の
英
知
と
努
力
の
結
集
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。
当
時
は
、
適
切
な
栽
培
技
術
が
確
立
さ
れ
て

お
ら
ず
、
低
収
量
で
雪
腐
れ
、
度
重
な
る
穂
発
芽
に
悩

ま
さ
れ
、
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を
続
け
ら
れ
な
が
ら
、
経
済

作
物
と
し
て
の
地
位
を
固
め
ま
し
た
。
今
日
ま
で
に
は

穂
発
芽
に
も
対
応
す
る
た
め
コ
ン
バ
イ
ン
の
増
車
と
併

せ
、
収
穫
作
業
体
系
を
整
備
し
栽
培
技
術
の
向
上
を
図

る
な
ど
、
組
合
員
同
士
の
意
識
を
高
め
て
き
て
、
農
業

の
基
幹
作
物
と
し
て
確
立
さ
れ
ま
し
た
。
小
麦
を
取
り

ま
く
情
勢
も
変
化
し
安
全
・
安
心
・
高
品
質
な
小
麦
生

産
に
対
応
す
べ
く
先
人
が
築
か
れ
た
礎
を
更
に
強
固
な

平田組合長の挨拶加納組合長の式辞

祝
賀
会
で
は
、
今
ま
で
の
苦
労
話
や
こ
れ
か
ら

の
麦
作
運
営
等
の
話
し
に
花
が
咲
き
、
ま
た
祝
賀

会
の
最
中
で
は
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
刈
り
取
り
風
景

の
空
撮
映
像
を
上
映
し
、
参
加
者
全
員
50
年
の
歴

史
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
て
お
り
ま
し
た
。

も
の
と
し
大
き
く
前
進
す
る
た
め
に
も
今
後
と
も

組
合
運
営
に
ご
協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。」
と

挨
拶
さ
れ
、
歴
代
組
合
長
の
方
々
に
感
謝
の
気
持

ち
を
込
め
感
謝
状
の
贈
呈
を
行
い
、
受
賞
者
を
代

表
し
て
第
5
代
組
合
長
山
本
孝
司
氏
よ
り
謝
辞
を

頂
き
、
小
林
町
長
、
髙
橋
組
合
長
よ
り
祝
辞
を
頂

き
、
式
典
を
閉
式
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
場
所
を
移
し
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
、

50
年
間
の
歴
史
を
振
り
返
り
話
し
も
盛
り
上
が

り
、
苦
労
話
に
も
花
が
咲
き
ま
し
た
。
祝
宴
の
中

ほ
ど
で
は
小
麦
の
播
種
か
ら
収
穫
ま
で
を
テ
ー
マ

と
し
た
ド

ロ
ー
ン
を
駆

使
し
た
映
像

が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
2

月
5
日
に
は

プ
ラ
ザ
緑
風

に
て
、
日
頃

支
え
て
く
だ

さ
っ
て
い
る

ご
婦
人
を
招

い
て
の
祝
賀

会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

支えていただいているご婦人の祝賀会
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ＪＡ十勝地区女性協議会フレッシュミズ交流集会

JA女性部エルダーミセス部員研修会・交流会

女性部研修会

ＪＡ十勝地区女性協議会研修会

女性部 理事・支部長研修

11
月
29
日
（
水
）、
サ
ン
ド
ー

ム
お
と
ふ
け
体
育
館
に
て
、

J
A
十
勝
地
区
女
性
協
議
フ

レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
交
流
集
会
が
、

管
内
14
Ｊ
Ａ
か
ら
フ
レ
ッ
シ
ュ

ミ
ズ
部
員
約
1
7
0
名
が
参

加
し
開
催
さ
れ
、
当
J
A
女

性
部
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
部
会
か

ら
は
4
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

午
前
の
仮
装
運
動
会
、
午
後
か

ら
の
雑
貨
販
売
を
通
し
て
、
互

い
に
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

運
動
会
で
は
、
思
い
思
い
の

仮
装
を
し
た
参
加
者
が
5
チ
ー

ム
に
分
か
れ
、
パ
ン
食
い
競
争

と
障
害
物
競
争
で
競
い
合
い
ま

し
た
。
団
体
競
技
と
い
う
事
も

あ
り
、
チ
ー
ム
内
で
は
他
の

J
A
と
の
交
流
も
あ
り
、
大
変

楽
し
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

1
月
23
日
（
火
）
〜
25
日
（
木
）、

女
性
部
エ
ル
ダ
ー
ミ
セ
ス
で
は
部
員

38
名
が
参
加
し
、
農
協
2
階
会
議
室
、

あ
か
ん
湖 

鶴
雅
ウ
イ
ン
グ
ス
を
会

場
に
研
修
会
・
交
流
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

研
修
会
で
は
、
出
発
前
に
農
協
2

階
会
議
室
に
て
、
士
幌
町
保
健
福
祉

課　

保
健
師　

山
川
麻
菜
美
氏
と

キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト
の
冨
山
富
子
氏

よ
り
「
認
知
症
サ
ポ
タ
ー
養
成
講
座
」

と
題
し
て
認
知
症
に
つ
い
て
の
正
し

い
知
識
を
持
ち
理
解
す
る
こ
と
の
重

要
性
や
ご
自
身
の
体
験
談
等
を
ご
講

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
終
了
後
、
ホ
テ
ル
へ
向
か
い

J
A
女
性
部
（
太
田
小
枝
子
部
長
）
は
、

2
月
1
日
（
木
）
士
幌
町
農
業
会
館
大
ホ
ー

ル
に
て
部
員
1
2
9
名
の
参
加
の
も
と
女

性
部
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
太
田
部
長
、
髙
橋
代
表
理
事

組
合
長
よ
り
挨
拶
が
述
べ
ら
れ
た
後
、
コ

ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
の
伊
東
徹
秀
氏
の
「
日
本
列

島
。
こ
こ
十
勝
平
野
に
生
き
る
。」
と
題
し

た
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
に
ご
出
演
の
伊
東

氏
に
よ
る
、
幅
広
い
視
野
か
ら
語
ら
れ
る
日

本
列
島
各
地
の
話
や
士
幌
農
業
の
環
境
の
良

さ
な
ど
、
笑
い
交
え
た
緩
急
の
あ
る
話
に
会

場
は
引
き
込
ま
れ
、
時
の
経
つ
の
を
忘
れ
る

ほ
ど
で
し
た
。

12
月
12
日
（
火
）
〜
13

日
（
水
）、
十
勝
幕
別
温
泉

グ
ラ
ン
ヴ
ィ
リ
オ
ホ
テ
ル

に
て
J
A
十
勝
地
区
女
性

協
議
会
研
修
会
が
開
催
さ

れ
、
当
J
A
女
性
部
か
ら

は
理
事
・
支
部
長
17
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

一
日
目
は
整
理
収
納
ア

ド
バ
イ
ザ
ー　

松
井
香
織

氏
を
講
師
に
「
効
率
の
よ

い
整
理
整
頓
方
法　

キ
ッ

チ
ン
編
」
の
講
演
が
あ
り

ま
し
た
。
不
要
な
モ
ノ
を

減
ら
す
に
は
、
し
っ
か
り

モ
ノ
と
向
き
合
う
事
が
大

切
で
モ
ノ
を
減
ら
し
、
使

い
心
地
の
良
い
モ
ノ
を
長

く
大
切
に
使
う
こ
と
で
暮

ら
し
の
質
が
上
が
る
と
お

話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
D
V
D
を
見
な

が
ら
の
J
A
介
護
予
防

体
操
を
は
さ
み
、
帯
広
厚

生
病
院　

保
健
師　

久
道

由
希
子
氏
の
「
乳
が
ん
検

2
月
7
日
（
水
）
〜
8
日
（
木
） 

J
A
女

性
部
（
太
田
小
枝
子
部
長
）
で
は
、
理
事
・

支
部
長
合
わ
せ
て
17
名
参
加
の
も
と
隔
年
で

行
わ
れ
て
い
る
理
事
・
支
部
長
研
修
を
開
催

し
ま
し
た
。
今
年
は
個
人
で
は
な
か
な
か
見

る
機
会
の
な
い
町
内
の
農
協
施
設
と
系
統
の

会
社
を
見
学
し
ま
し
た
。
澱
粉
施
設
で
は
高

橋
澱
粉
課
長
と
藤
原
係
長
に
施
設
内
を
説
明

し
て
い
た
だ
き
、
操
業
時
に
は
馬
鈴
薯
で
い
っ

ぱ
い
に
な
る
様
子
を
想
像
し
な
が
ら
見
学
し

ま
し
た
。
次
の
ホ
ク
レ
ン
く
み
あ
い
飼
料
株

式
会
社
で
は
、
概
要
説
明
の
後
、
工
場
内
を

見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、

食
用
馬
鈴
薯
選
果
場
及
び
馬
鈴
薯
洗
浄
設
備

を
備
え
た
新
貯
蔵
施
設
を
尾
関
食
用
馬
鈴
薯

課
長
に
説
明
し
て
い
た
だ
き
見
学
し
ま
し
た
。

新
貯
蔵
施
設
に
は
馬
鈴
薯
が
運
び
込
ま
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
、
格
納
さ
れ
て
い
く
様
子
を

目
の
当
た
り
に
し
、
そ
の
施
設
の
大
き
さ
を

実
感
し
ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
十
勝
川

温
泉
第
一
ホ
テ
ル
に

場
所
を
移
し
、
夕
食
の

バ
イ
キ
ン
グ
で
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
、
温
泉
で
日
頃
の
疲

れ
を
癒
す
こ
と
が
で

き
た
有
意
義
な
研
修

と
な
り
ま
し
た
。

女性部版 女性部版

夕
食
の
懇
親
会
で
は
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
や
カ
ラ
オ
ケ
、
女
性
部
三
役
に
よ

る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
大
変
に
ぎ
や

か
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

2
日
目
は
、
ア
ニ
メ
映
画
「
こ
の

世
界
の
片
隅
に
」
を
全
員
で
鑑
賞
し

た
後
、
D
V
D
を
見
な
が
ら
音
楽

に
合
わ
せ
て
転
倒
を
予
防
で
き
る

「
J
A
て
ん
と
う
ム
シ
体
操
」
を
行

い
ま
し
た
。
無
理
な
く
出
来
る
体
操

で
大
変
好
評
で
し
た
。
夕
食
は
、
み

な
さ
ん
の
希
望
も
あ
り
バ
イ
キ
ン
グ

形
式
と
な
り
、
開
放
的
な
空
間
で
の

中
で
支
部
を
越
え
て
和
気
あ
い
あ
い

と
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

講
演
終
了
後
は
、
各
支
部
の
一
年
間

の
活
動
を
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
ス
ラ
イ

ド
で
振
り
返
り
、
今
後
の
各
支
部
の
活

動
の
参
考
に
な
れ
ば
と
「
支
部
活
動
紹

介
」
を
行
い
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
士
幌
町
保
健
福
祉
課

　
主
幹　
保
健
師　
三
島
裕
子
氏
、
管

理
栄
養
士　
三
上
美
子
氏
、
保
健
師　

児
玉
光
恵
氏
に
よ
り
「
運
動
と
腰
痛
に

つ
い
て
」
と
「
間
食
と
食
事
に
つ
い
て
」

の
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
合

間
に
は
、
手
軽
に
で
き
る
ス
ト
レ
ッ
チ

体
操
を
教
え
て
い
た
だ
き
、
大
変
充
実

し
た
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

診
を
受
け
ま
し
ょ
う
」「
子

宮
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ

う
」
と
題
し
た
講
演
が
あ
り

ま
し
た
。
乳
房
の
模
型
を
会

場
で
順
次
回
し
、
乳
が
ん
の

し
こ
り
を
各
自
確
認
す
る
な

ど
自
己
検
診
を
す
る
際
に
大

変
役
立
つ
内
容
で
し
た
。
二

日
目
は
J
A
北
海
道
中
央

会
帯
広
支
所
の
植
田
尚
典
支

所
長
よ
り
、
最
近
の
農
業
・

農
政
を
め
ぐ
る
課
題
に
つ
い

て
詳
細
な
資
料
に
よ
り
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
行

わ
れ
た
ハ
ピ
ネ
ス
代
表
保
科

真
緒
里
氏
の
「
健
康
寿
命
を

伸
ば
し
て
イ
キ
イ
キ
ラ
イ

フ
」
の
講
演
で
は
、
心
と
体

の
不
調
へ
の
対
処
は
食
べ
物

の
陰
陽
バ
ラ
ン
ス
な
ど
が
大

切
だ
と
い
う
中
医
学
の
お
話

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

会
場
後
方
に
は
、
管
内
女
性

部
の
手
芸
品
が
展
示
さ
れ
、

華
や
か
な
中
で
の
充
実
し
た

二
日
間
の
研
修
で
し
た
。



9 8

農
協
運
営
協
力
委
員
長
会

道
外
視
察
研
修
報
告

昨
年
11
月
26
日
～
30
日
ま
で
４
泊
５
日
の
日
程
で
、
協
力
委

員
長
会
の
道
外
視
察
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
の
で
、
こ
こ
に

ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 

ら
く
の
う
マ
ザ
ー
ズ 

熊
本
工
場

　
　
　
　
　
　
　
　
（
熊
本
県
熊
本
市
）

ら
く
の
う
マ
ザ
ー
ズ
は
熊
本
県
酪
農
業
協
同
組

合
連
合
会
の
通
称
で
あ
り
、
昭
和
29
年
4
月
に
設

立
し
会
員
数
は
23
組
合
（
組
合
員
戸
数
は
現
在

で
き
る
品
種
」「
お
い
し
く
て
、
安
定
生
産
が
で

き
る
品
種
」
な
ど
、
暖
地
栽
培
に
適
し
た
馬
鈴
薯

品
種
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

長
崎
県
の
馬
鈴
薯
の
生
産
量
は
北
海
道
に

次
い
で
第
二
位
で
、
春
3
，0
0
0
ha
、
秋

1
，0
0
0
ha
を
耕
作
し
て
い
ま
す
。
二
期
作
栽

培
が
可
能
で
ト
ン
ネ
ル
・
マ
ル
チ
・
秋
作
抑
制
な

ど
の
多
様
な
作
型
に
よ
り
収
穫
期
を
調
整
し
周
年

供
給
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。
以
前
は
露
地
栽
培

ば
か
り
で
あ
っ
た
が
、
高
単
価
と
な
る
3
〜
4
月

や
北
海
道
産
の
端
境
期
と
な
る
5
〜
6
月
に
出
荷

で
き
る
よ
う
に
ト
ン
ネ
ル
や
マ
ル
チ
栽
培
が
多
く

な
り
、
最
近
は
畑
作
と
い
う
よ
り
は
園
芸
に
近
い

栽
培
方
法
で
す
。

5
0
5
戸
）、
5
7
6
億
9
千
万
円
の
売
り
上
げ

が
あ
り
乳
業
・
指
導
・
購
買
・
食
肉
・
酪
農
体
験

施
設
の
5
つ
の
事
業
を
行
っ
て
い
る
連
合
会
で
、

士
幌
町
と
は
全
酪
連
の
預
託
事
業
と
し
て
士
幌
農

協
の
高
原
牧
場
や
町
内
の
酪
農
家
で
預
託
牛
を
受

入
し
て
い
る
関
係
が
あ
り
ま
す
。

ら
く
の
う
マ
ザ
ー
ズ
の
乳
業
事
業
に
は
熊
本
工

場
と
菊
池
工
場
の
2
つ
の
乳
業
工
場
が
あ
り
、
そ

の
中
の
熊
本
工
場
を
視
察
し
ま
し
た
。
熊
本
県
の

生
乳
の
生
産
量
は
北
海
道
・
栃
木
に
次
い
で
全
国

第
三
位
で
、
熊
本
工
場
は
九
州
の
中
で
一
番
大
き

な
乳
業
工
場
に
な
り
ま
す
。

熊
本
地
震
の
直
後
に
は
、
工
場
の
天
井
の
落
下

や
壁
が
崩
れ
た
り
、
橋
の
崩
落
や
道
路
の
段
差
で

集
乳
が
出
来
な
い
状
態
が
続
き
大
変
で
あ
っ
た

が
、
日
本
全
国
か
ら
の
援
助
や
励
ま
し
の
お
か
げ

で
現
在
は
地
震
前
の
状
態
に
戻
る
こ
と
が
出
来
て

い
る
と
の
事
で
し
た
。

こ
の
辺
は
も
と
も
と
赤
土
で
は
な
か
っ
た
が
、

見
た
目
が
よ
く
な
る
こ
と
と
、
火
山
灰
性
の
土
に

比
べ
る
と
肥
大
が
抑
え
ら
れ
、
重
量
感
の
あ
る
も

の
が
出
来
る
の
で
、
市
場
で
の
評
価
が
高
く
な
り

客
土
し
て
赤
土
を
入
れ
て
い
ま
す
。

狭
い
畑
な
の
で
た
く
さ
ん
植
え
た
い
と
い
う

考
え
か
ら
密
集
し
て
植
え
付
け
（
畝
幅
60
㎝
、

株
間
20
㎝
）
し
て
い
る
の
で
、
防
除
す
る
と
茎
を

痛
め
る
の
で
、
防
除
用
の
通
路
を
作
る
か
今
後
は

無
人
ヘ
リ
や
ド
ロ
ー
ン
を
使
用
す
る
こ
と
を
検
討

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
生
産
者
は
た
く
さ
ん

植
え
た
が
る
の
で
、
防
除
用
の
通
路
を
つ
く
る
こ

と
に
は
抵
抗
が
あ
り
、
な
か
な
か
受
け
入
れ
て
も

ら
え
な
い
と
の
事
で
し
た
。

反
収
45
万
円
く
ら
い
と
の
こ
と

 

㈱
ポ
テ
ト
フ
ー
ズ　
関
西
工
場

　
　
　
　
　
　
　
（
京
都
府
福
知
山
市
）

ポ
テ
ト
フ
ー
ズ
関
西
工
場
が
出
来
た
頃
は
工
業

団
地
内
に
は
数
社
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

現
在
は
42
社
あ
り
全
体
で
6
，5
0
0
人
く
ら
い

の
雇
用
が
あ
り
ま
す
。
食
品
に
関
す
る
工
場
は
ポ

テ
ト
フ
ー
ズ
だ
け
で
す
。

こ
の
工
場
は
、
味
の
素
の
1
0
0
％
O
E
M

で
、
㈱
フ
レ
ナ
ス
（
ほ
っ
と
も
っ
と
の
弁
当
店
を

運
営
す
る
会
社
）・
サ
イ
ゼ
リ
ヤ
・
ジ
ョ
イ
フ
ル

（
フ
ァ
ミ
レ
ス
）・
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
が
主
な
供
給

先
と
な
っ
て
い
ま
す
。

九
州
の
ロ
ー
ソ
ン
の
コ
ー
ヒ
ー
サ
ー
ビ
ス

「
M
A
C
H
I 

c
a
f
é
」
で
使
用
し
て
い
る
牛

乳
は
、こ
の
工
場
で
製
造
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

《
熊
本
工
場
の
概
要
》

沿　
　
革　
昭
和
49
年　
熊
本
工
場
操
業
開
始

　
　
　
　
　
昭
和
60
年　
デ
ザ
ー
ト
工
場
操
業

　
　
　
　
　
　
開
始

従
業
員　
72
名

製
造
品
目　
牛
乳
・
調
整
牛
乳
・
低
脂
肪
牛
乳
・

　
　
　
　
　
乳
飲
料
・
発
酵
乳
・
洋
生
菓
子

　
　
　
　
　
な
ど
で
ア
イ
テ
ム
数
は
約
50
種

製
造
実
績　
年
間
処
理
乳
量　
５
８
，８
５
７
t
／
年

　
　
　
　
　
年
間
製
造
量　
６
７
，６
０
６
t
／
年

　
　
　
　
　
年
間
受
乳
量　
８
９
，９
５
０
t
／
年

長
崎
県
農
林
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー

　
馬
鈴
薯
研
究
室
（
長
崎
県
雲
仙
市
）

長
崎
県
農
林
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー
は
、
先
導
的

な
技
術
に
関
す
る
研
究
・
開
発
を
行
う
施
設
で
、

8
つ
の
部
門
か
ら
な
り
、
研
究
施
設
は
6
か
所
に

分
散
し
て
い
ま
す
。
馬
鈴
薯
研
究
室
は
、
昭
和
25

年
に
発
足
し
「
病
害
虫
に
強
く
、
減
農
薬
栽
培
が

売
れ
て
い
る
商
品
は
ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
V
P
・

男
爵
1
0
0
％
サ
ラ
ダ
ご
ろ
っ
と
・
男
爵

1
0
0
％
サ
ラ
ダ
つ
ぶ
し
で
こ
の
3
種
で
こ
の
工

場
の
3
〜
4
割
に
あ
た
り
ま
す
。

昨
年
8
月
に
埼
玉
、
群
馬
両
県
の
総
菜
店
で

購
入
し
た
ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
な
ど
を
食
べ
た
人
が

O
1
5
7
に
感
染
し
た
集
団
食
中
毒
が
発
生
し

ま
し
た
。
そ
の
後
の
風
評
被
害
等
の
影
響
を
心
配

し
ま
し
た
が
大
き
な
影
響
も
な
く
安
心
し
た
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

《
ポ
テ
ト
フ
ー
ズ
関
西
工
場
の
概
要
》

操　
　
業　
平
成
11
年
4
月

売　
　
上　
２
，１
７
３
百
万
円

生
産
量　
１
０
，５
８
４
t

馬
鈴
薯
使
用
料　
１
０
，２
６
０
t

製
造
品
目　
ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
、
マ
カ
ロ
ニ
サ
ラ
ダ
、

　
　
　
　
　
ス
パ
ゲ
テ
ィ
サ
ラ
ダ
、
カ
ボ
チ
ャ

　
　
　
　
　
サ
ラ
ダ
、
ゴ
ボ
ウ
サ
ラ
ダ
な
ど

 

㈱
湖
池
屋　
京
都
工
場

　
　
　
　
　
　
　
　
（
京
都
府
南
丹
市
）

湖
池
屋
は
関
東
に
工
場
が
あ
り
ま
し
た
が
、
カ

ラ
ム
ー
チ
ョ
が
爆
発
的
に
ヒ
ッ
ト
し
た
こ
と
で
京

都
に
も
工
場
を
作
り
、
現
在
は
京
都
工
場
で
馬
鈴

薯
系
と
コ
ー
ン
系
の
ラ
イ
ン
が
稼
働
し
て
い
ま

す
。
国
内
に
は
関
東・京
都・富
良
野
工
場
（
J
A

ふ
ら
の
と
業
務
提
携
）
の
3
つ
の
工
場
が
あ
り
国

産
の
原
料
だ
け
を
使
用
し
て
い
ま
す
。 

湖
池
屋
で
は
一
般
の
商
品
と
共
に
プ
レ
ミ
ア
ム

化
を
意
識
し
た
高
級
志
向
の
商
品
も
製
造
し
消
費

らくのうマザーズ長崎県の馬鈴薯畑

らくのうマザーズ　市乳工場のライン

長崎県農林技術開発センター 馬鈴薯研究室

ポテトフーズ　大串工場長

らくのうマザーズの商品

ポテトフーズの倉庫
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井
い お

尾  啓
ひ ろ き

暉 さん

士幌南地区

いま何やって
ますか?

第338回

今
月
の
紹
介
は
、
士
幌
南
地
区 

井
尾

靖
規
さ
ん
の
後
継
者
（
5
代
目
）、
井

尾
啓
暉
さ
ん
で
す
。

（
以
下
、
質
問
は
Q
、
啓
暉
さ
ん
の
答
え
を

A
と
し
ま
す
）

A Q
現
在
担
当
さ
れ
て
い
る
仕
事
は

何
で
す
か
。

昨
年
の
春
よ
り
作
業
に
携
わ
っ
て
い
る

た
め
、
今
は
整
地
作
業
や
、
管
理
作
業
の

一
部
、
作
業
補
助
な
ど
が
メ
イ
ン
で
す
。

A Q
作
業
上
の
苦
労
・

注
意
点
（
失
敗
談
）
は
何
で
す
か
。

機
械
や
ト
ラ
ク
タ
ー
の
操
作
技
術
が
ま
だ

足
り
ず
、
ス
ム
ー
ズ
に
い
か
な
く
て
苦
労

し
て
い
ま
す
。
マ
ニ
ア
ス
プ
レ
ッ
ダ
ー
の

シ
ア
ピ
ン
を
切
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
機
械

を
ぶ
つ
け
て
し
ま
っ
た
り
、
失
敗
も
沢
山

あ
り
ま
し
た
。
な
の
で
、
早
く
機
械
の
操

作
技
術
を
身
に
つ
け
た
い
で
す
。

A Q
農
業
の
魅
力
は
何
で
す
か
。

種
を
ま
き
、
育
て
、
収
穫
す
る
ま
で
の
過

程
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
こ
と
。
昨
年
一

年
携
わ
っ
て
み
て
、
育
っ
て
い
く
作
物
を

見
る
の
は
楽
し
か
っ
た
で
す
し
、
感
動
し

ま
し
た
。

A Q
将
来
の
夢・目
標
は
何
で
す
か
。

ま
だ
就
農
し
て
1
年
目
な
の
で
、
作
物

の
特
性
や
作
業
機
械
の
操
作
を
覚
え
て

正
確
な
も
の
に
し
て
い
く
こ
と
。
今
は
父

に
つ
い
て
行
く
の
が
精
一
杯
で
す
が
、
い

ず
れ
は
父
の
技
術
を
吸
収
し
て
作
業
の

効
率
化
と
作
物
の
高
品
質
化
を
目
標
に

し
ま
す
。

A Q
休
み（
夜
間・冬
期
等
）の

過
ご
し
か
た
を
教
え
て
下
さ
い
。

久
し
ぶ
り
に
地
元
に
戻
っ
て
き
た
の

で
、
高
校
時
代
の
同
級
生
と
会
っ
た
り
、

家
で
ゆ
っ
く
り
し
て
い
ま
す
。
大
型
と

牽
引
の
免
許
も
冬
の
う
ち
に
取
得
し
ま

し
た
。

A Q
農
業
に
た
ず
さ
わ
り

感
じ
た
こ
と
は
何
で
す
か
。

作
物
を
相
手
に
す
る
事
の
大
切
さ
、
難
し

さ
。
自
然
や
天
候
と
の
つ
き
合
い
方
と
、

栽
培
技
術
を
知
る
こ
と
の
重
要
性
を
感
じ

ま
し
た
。

A Q
就
農
の
動
機
は
何
で
す
か
。

小
さ
い
頃
か
ら
父
の
営
農
を
見
て
い
て

「
面
白
そ
う
だ
な
」
と
興
味
を
持
っ
た
の

が
き
っ
か
け
で
す
。
趣
味
の
山
菜
採
り

か
ら
、
野
草
や
雑
草
に
も
興
味
が
あ
り
、

そ
の
知
識
が
役
に
立
つ
か
な
？
と
思
い
ま

し
た
。

者
か
ら
は
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

視
察
の
対
応
を
し
て
頂
い
た
宍
戸
本
部
長
か
ら

は
「
士
幌
の
芋
は
非
常
に
品
質
が
高
く
、
湖
池
屋

と
し
て
は
士
幌
産
へ
の
依
存
度
が
高
い
の
で
引
き

続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
」
と
話
さ
れ

ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

《
湖
池
屋
沿
革
》

昭
和
29
年　
お
つ
ま
み
製
造
会
社
と
し
て
創
業

昭
和
33
年　
初
代
湖
池
屋
を
設
立

昭
和
59
年　
カ
ラ
ム
ー
チ
ョ　
発
売

昭
和
61
年　
京
都
工
場
設
立

平
成
28
年　
グ
ル
ー
プ
会
社
を
再
編
し
2
代
目

　
　
　
　
　
湖
池
屋
を
設
立

主
な
商
品

ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス

　
プ
ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
・
今
金
男
し
ゃ
く

　
カ
ラ
ム
ー
チ
ョ
・
ム
ー
超

コ
ー
ン
系	

	
	

	

　
　
ポ
リ
ン
キ
ー
・
ト
ル
テ
ィ
ア
チ
ッ
プ
ス

　
ス
コ
ー
ン
・
ス
ゴ
ー
ン

 

大
果
大
阪
青
果
㈱

                    （
大
阪
府
大
阪
市
）

大
果
大
阪
青
果
㈱
は
全
国
中
央
市
場
の
取
扱

高
は
東
京
青
果
に
次
い
で
全
国
2
位
で
あ
り
、

こ
の
市
場
で
は
、
野
菜
全
体
で
1
日
3
0
0
〜

4
0
0
t
が
出
荷
さ
れ
ま
す
。
馬
鈴
薯
に
つ
い

て
以
前
は
メ
ー
ク
イ
ン
が
多
か
っ
た
が
、
最
近
は

男
爵
の
方
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
一
帯
に

は
卸
売
会
社
が
2
社
（
大
果
大
阪
青
果
と
隣
に
大

阪
中
央
青
果
）あ
り
、仲
卸
業
者
が
60
社
あ
り
ま
す
。

こ
の
青
果
市
場
は
、
平
成
2
年
頃
か
ら
計
画
を

た
て
、
平
成
15
年
頃
に
完
成
し
た
施
設
な
の
で
、

最
近
出
来
た
他
の
青
果
市
場
か
ら
み
る
と
時
代
遅

れ
感
が
す
る
施
設
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
話
さ
れ

ま
し
た
。

士
幌
町
農
協
と
は
男
爵
・
メ
ー
ク
イ
ン
・
と
う

や
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。
視
察
の
対
応
を
し
て

頂
い
た
木
村
課
長
は
「
昨
年
の
馬
鈴
薯
は
各
産
地

で
は
下
方
修
正
す
る
中
で
士
幌
グ
ル
ー
プ
だ
け
が

高
収
量
と
な
り
、
更
に
大
玉
傾
向
に
あ
る
の
で
、

大
玉
の
販
売
が
得
意
な
大
果
大
阪
青
果
は
非
常
に

助
か
っ
て
い
ま
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た　
　
　

【
結
び
に
】

今
回
の
視
察
研
修
で
は
、
普
段
行
く
こ
と
の
出

来
な
い
と
こ
ろ
に
行
か
せ
て
い
た
だ
き
、
見
聞
を

広
め
る
こ
と
が
出
来
た
の
は
も
ち
ろ
ん
の
事
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
区
の
委
員
長
が
、
普
段
以
上
に
意
見

を
交
換
し
、
お
互
い
を
高
め
合
う
場
と
な
っ
た
こ

と
も
大
き
な
意
義
の
あ
っ
た
研
修
で
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

こ
の
様
な
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
地

区
の
皆
様
、
そ
し
て
、
最
大
限
の
後
押
し
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
髙
橋
組
合
長
を
始
め
役
職
員
の

皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
研
修
報
告
と
致
し

ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平成28年10月のグループ組織再編に伴う
新生湖池屋の新しいロゴマーク

湖池屋の商品

大果大阪青果　士幌の馬鈴薯

大果大阪青果
各地の馬鈴薯

熊本地震で被災し修復中の熊本城
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ト
ラ
ブ
ル
回
避
の
基
礎
知
識

たいき7( )

Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連

す
。
年
３
回
発
行
し
て
お
り
、
様
々
な
医
療
・

健
康
情
報
を
発
信
し
て
お
り
ま
す
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
掲
載
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
是
非
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

　
組
合
員
な
ら
び
に
地
域
住
民
の
皆
様
の
生

命
と
健
康
を
守
る
た
め
、
本
会
事
業
の
積
極

的
な
啓
蒙
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

広
報
誌
「
す
ま
い
る
」
を
発
行
し
て
お
り
ま

Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道

ホ
ク
レ
ン

　
道
産
牛
乳
・
乳
製
品
の
消
費

拡
大
を
目
的
に
酪
農
家
の
拠
出

金
で
継
続
的
に
実
施
し
て
い
る
「
ミ
ル
ク
ラ

ン
ド
北
海
道
」
事
業
の
一
環
と
し
て
、
東
京

都
武
蔵
野
市
吉
祥
寺
の
商
業
施
設
「
コ
ピ
ス

吉
祥
寺
」
に
期
間
限
定
シ
ョ
ッ
プ
「
Ｍ
Ｉ
Ｌ

Ｋ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｄ

　
Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｋ
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
→
Ｔ
Ｏ

Ｋ
Ｙ
Ｏ
」（
平
成
29
年
11
月
15
日
～
平
成
30

年
３
月
25
日
）
を
開
催
し
、
北
海
道
酪
農
を

広
く
Ｐ
Ｒ
し
て
お
り
ま
す
。
会
場
で
は
北
海

道
の
酪
農
家
が
実
際
に
訪
れ
、
来
場
者
と
交

流
す
る
イ
ベ
ン
ト
も
毎
月
開
催
し
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
通
信

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
連
合
会
・
中
央
会
の
活

動
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
決
議
事
項
の
実
践
や
そ

の
時
々
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
な
ど
、
組
合
員
の
皆

様
に
定
期
的
に
お
伝
え
し
ま
す
。

　
各
団
体
の
詳
し
い
取
り
組
み
内
容
は
Ｗ
Ｅ

Ｂ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会

　
昨
年
11
月
21
日
に
札

幌
市
で
開
催
し
た
「
Ｊ

Ａ
北
海
道
大
会
実
践
フ

ォ
ー
ラ
ム
」
で
は
、
Ｊ

Ａ
北
海
道
大
会
（
平
成

27
年
開
催
）
の
決
議
事

項
の
実
践
機
運
を
高
め

る
こ
と
等
を
目
的
に
、

『
新
規
担
い
手
倍
増
』
と
『
道
民
と
食
と
農

で
つ
な
が
る
サ
ポ
ー
タ
ー
５
５
０
万
人
づ
く

り
と
准
組
合
員
制
度
』
を
テ
ー
マ
に
取
り
上

げ
、
Ｊ
Ａ
の
実
践
事
例
発
表
と
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
り
、『
担
い
手
受
け
入

れ
へ
の
地
域
合
意
形
成
』
と
『
准
組
合
員
と

の
関
係
強
化
』
の
大
切
さ
な
ど
を
再
認
識
す

る
場
と
な
り
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
信
連

当
日
は
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
チ
ラ
シ
の
配
布
な

ど
で
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
北
海
道
や
「
ド
ド
ー
ン
貯

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
等
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
た
ほ
か
、

口
座
開
設
を
予
約
さ
れ
た
方
に
「
ち
ょ
リ
ス

ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

今
後
も
積
極
的
に
イ
ベ
ン
ト
等
へ
参
加
し
、

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
の
Ｐ
Ｒ
を
通
じ
て
、
サ
ポ
ー
タ

ー
づ
く
り
に
取
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
昨
年
11
月
に
「
食
」
と
「
農
」

を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
た
「
北

海
道
ア
グ
リ
・
フ
ー
ド
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
２
月
５
日
か
ら
12
日
ま
で
開
催
さ
れ
る
「
第

69
回
さ
っ
ぽ
ろ
雪
ま
つ
り
」
７
丁
目
会
場
に

て
、
平
成
29
年
度
Ｊ
Ａ
共
済 

全
道
小
・
中

学
生
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
の
入

賞
作
品
65
点
を
展
示
し
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
と
Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道
は
、
交
通
ル

ー
ル
の
大
切
さ
や
交
通
安
全
に
対
す
る
願
い

が
描
か
れ
た
小
・
中
学
生
の

皆
さ
ん
の
作
品
を
通
し
て
、

交
通
事
故
防
止
の
意
識
づ
く

り
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

ＪＡによる事例発表の様子↑

昨年の会場の様子↑

JAグループ通信 これからよろしくお願いします!これからよろしくお願いします!ホクレン職員着任挨拶

2 月 10 日付けで北部原料所に配属となり、縁
あって皆様と一緒に仕事をすることになりまし
た。出身は埼玉県越谷市というところで今年度入
会し、初めての北海道生活となります。前任は、
清水製糖工場　技術管理課で砂糖の品質管理等を
行っておりました。そのため現場にでて仕事をす
ることが初めての経験となり、知識も不足してい
るため真摯に努力してまいります。若輩者ではあ
りますが、組合員、士幌町農業のお役に立てるよ
うに邁進していきます。よろしくご指導ください
ますよう、お願い致します。

出身は埼玉県で、ホクレン入会と共に北海道に
参りました。原料所については、西部原料所（担
当：清水町）、斜里原料所（担当：斜里町）に在
籍させて頂きました。士幌町は前勤務地の清水
町より戸数・面積も多くあるため、一日も早く
生産者の皆様に知っていただけるよう、そして
士幌町のてん菜の振興に努めて参りたいと思い
ますので、これから宜しくお願いいたします。

皆様初めま
して、

大槻肇と申
します。

2月10日の
人事

異動で参り
ました

牧野健太と
申し

ます。

　
高
齢
者
の
訪
問
購
入
ト
ラ
ブ
ル
が
増
え

て
い
ま
す
。

【
事
例
】「
不
用
な
着
物
を
買
い
取
る
」
と

の
電
話
で
来
て
も
ら
っ
た
事
業
者
に
着
物

を
見
せ
た
が
興
味
を
示
さ
ず
「
宝
飾
品
が

あ
れ
ば
売
っ
て
ほ
し
い
」
と
言
わ
れ
て
、

指
輪
や
、
ネ
ッ
ク
レ
ス
、
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト

な
ど
数
点
を
2 

万
5
0
0
0
円
で
買
い

取
っ
て
も
ら
っ
た
。
業
者
は
名
刺
を
く
れ

た
が
契
約
書
は
渡
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の

後
、
形
見
の
指
輪
を
売
っ
た
こ
と
を
後
悔

す
る
一
方
、
買
い
取
り
価
格
が
安
過
ぎ
る

と
思
い
、
翌
日
、
電
話
で
買
い
戻
し
を
求

め
た
が
、「
物
品
は
別
の
業
者
に
渡
し
て

し
ま
っ
た
」
と
言
わ
れ
た
。

　
事
例
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
が
多
発
し
た

た
め
、
2
0
1
3
年
2
月
以
降
の
契
約

に
つ
い
て
、
自
宅
に
来
訪
し
た
事
業
者
に

物
品
を
売
却
す
る
際
の
消
費
者
保
護
制
度

が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後

も
相
談
が
増
え
て
お
り
、
こ
の
制
度
が
十

分
に
活
用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
う
か
が

え
ま
す
。

　
こ
の
制
度
で
は
、
訪
問
購
入
業
者
が
飛

び
込
み
勧
誘
を
す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
、

あ
ら
か
じ
め
電
話
な
ど
で
「
着
物
を
売
り

た
い
の
で
話
を
聞
き
た
い
」
な
ど
、
要
請

を
受
け
た
上
で
消
費
者
宅
に
出
向
く
こ
と

と
さ
れ
ま
し
た
。
突
然
訪
問
し
て
き
た
購

入
業
者
は
家
に
入
れ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
着
物
な
ど
の
買
い
取
り
に
来
訪

し
た
業
者
か
ら
貴
金
属
の
売
却
を
迫
ら
れ

る
、
事
例
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
も
多
発
し

て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
で
は
、来
訪
後
に
、

買
い
取
り
を
要
請
さ
れ
て
い
な
い
物
品
の

売
却
を
勧
め
て
は
な
ら
な
い
と
し
て
い
ま

す
。
売
却
す
る
気
が
な
い
貴
金
属
な
ど
の

売
却
は
き
っ
ぱ
り
断
り
ま
し
ょ
う
。

　
訪
問
購
入
契
約
は
契
約
書
面
を
受
け

取
っ
た
日
か
ら
起
算
し
て
8
日
間
は
ク
ー

リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
内
は
、

売
却
し
た
物
品
を
事
業
者
に
渡
さ
ず
、
手

元
に
置
い
て
お
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ま

ず
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
手
続
き
と
し
て

契
約
を
解
除
す
る
旨
の
通
知
を
出
し
ま

し
ょ
う
。
困
っ
た
と
き
に
は
、「
消
費
者

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
1
8
8
番
」
に
電
話
し

て
く
だ
さ
い
。

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
相
談
情
報
部
　
吉
松
　
恵
子

訪
問
購
入
に
ご
注
意
!

ホクレン職員着任挨拶
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アスポこだわり逸品アスポこだわり逸品

540f
（本体価格各500円）

●汐彩

・根室魚醤 さんま
・根室魚醤 いわし
各125g

●汐彩

・根室魚醤 さんま
・根室魚醤 いわし
各125g

お料理の旨味を引き
立てます!
お鍋、 煮物、 チャー
ハン、 玉子焼、 納豆
のたれ、 焼魚などに

■別紙の応募用紙にお答え・お名前・ご住所・お電話番号を記入して下さい。
■ 応募は、アスポサービスカウンター・各事業所・組合員相談課にある応募箱へ投函して下さい。
■お一人さま一口のご応募を有効とさせていただきます。
■正解者の中から抽選で毎月10名様に、すてきなプレゼントをご用意しております。
■プレゼントは、組合員相談課でお渡し致します。　■当選者は、次号にて掲載致します。

1月号の正解 /フクブクロ

二重マスの文字を、A～E の順に並べてできる
言葉はなんでしょうか ?

CROSSWORD PUZZLE

応募締切り

3月15日
（木）

1
2
3
4
6
8
10
13
15
17
19

お内裏さま、五人ばやしといえば
胸びれを広げて滑空します
― 学生、修道 ―
ラディッシュとも呼ばれます
水を多めに入れて炊いた米
ドライバーで締め付けます
とっくりを持ってお ― した
円を描くときに使う文房具
大、小、裸から連想される穀物は
定規を使うときれいに引けます
クルミやドングリが似合う小動物

タ
テ
の
カ
ギ

ヨ
コ
の
カ
ギ

3月21日～4月19日

牡羊座

全体運 : 優しい雰囲気になり、人
気運が高まる予感。誰にでも親切に
することで、ますます運気アップへ。
温泉にツキ

健康運 : 体力を付ける好機。手軽
な運動を始めて

幸運の食べ物 : ひじき

全体運 : ささいなことが気になっ
てしまう傾向あり。重箱の隅をつつ
くような見方はやめ、持ち前のおお
らかさを発揮して

健康運 : 安泰ムード。スポーツを
楽しむとグッド

幸運の食べ物 : ニラ

全体運 : 注意力が散漫になり、思
わぬミスを連発しがち。慣れている
作業ほど慎重に確認を。運気回復に
は掃除が効果的

健康運 : のんびり過ごすことで、
体調に好変化が

幸運の食べ物 : カラシナ

全体運 : 好奇心を刺激されやすい
期間です。興味を引かれることが
あるなら、情報収集を。無料体験
はチャレンジが正解

健康運 : 冷え対策を徹底すると体
調が上向きそう

幸運の食べ物 : アシタバ

全体運 : 何かと迷ってしまいそう。
結論を急がず、頼れる相手に相談
を。中途半端になっていることを
片付けると開運に

健康運 : うっかりしやすいため小
さなけがに注意

幸運の食べ物 : ウド

全体運 : コミュニケーション運が
華やぐ気配。初対面の相手とも気
さくに話が弾みそう。人気スポッ
トに出掛けるのも◎

健康運 : 不規則な生活を改善すれ
ば、運気上昇へ

幸運の食べ物 : アサリ

全体運 : できる人と比べて、落ち
込む暗示。開き直りの気持ちを大切
に。気分転換には植物に触れると効
果てきめんです

健康運 : 食事の栄養バランスが好
転のポイントに

幸運の食べ物 : サヨリ

全体運 : 心理的に不安になりやす
いよう。ゆっくり深呼吸をして心を
静めて。また、うわさ話には関わら
ない方が賢明です

健康運 : 軽く体を動かせば、最適
な気分転換に

幸運の食べ物 : ワカサギ

全体運 : ゆったり構えることで、
保留になっていた事柄にうれしい展
開が訪れるはず。焦らず、堅実な行
動が必要

健康運 : 姿勢を正してみて。体に
良い影響あり

幸運の食べ物 : ミツバ

全体運 : 積極性が増す時期。やっ
てみたいことに、どんどんトライし
てみましょう。周りのサポートにも
恵まれるはず

健康運 : 無理は禁物です。のんび
りが健康の秘訣（ひけつ）

幸運の食べ物 : 夏ミカン

全体運 : 楽しいことに縁がありま
す。イベントや飲み会、旅行などに
誘われたら、気軽に顔を出してみて。
創作活動も吉

健康運 : 運動不足になりやすいか
も。散歩が有効

幸運の食べ物 : タマネギ

全体運 : やりたいことを実行に移
すチャンス。何事も前向きにやって
みましょう。過去に駄目だったこと
もリベンジ可能

健康運 : 食べ過ぎに注意。腹八分
目の徹底を

幸運の食べ物 : イイダコ

●
●
●
●
●

●
●
●
●
●

さん
さん
さん
さん
さん

さん
さん
さん
さん
さん

佐野　涼介
山沢　　功
野口　夏帆
波多野利恵子
長瀬しげ子

山沢　幸子
吉田ひかり
長瀬千佳子
八代日出一
佐々木玲子

1月号掲載問題の応募者は74名で74名が正解で
した。厳正なる抽選の結果、次の方が当選しました。
当選者には、組合員相談課にてプレゼントをお渡
し致します。

当 選 者 発 表

今月のあなたの運勢3 HOROSCOPY2018

クロスワードパズル

おめでとうございます

あ た ま の た い そ う

応募方法
4月20日～5月20日 5月21日～6月21日 6月22日～7月22日

牡牛座 双子座 蟹　座

7月23日～8月22日

11月23日～12月21日

獅子座

射手座

8月23日～9月22日

12月22日～1月19日

9月23日～10月23日

1月20日～2月18日

10月24日～11月22日

2月19日～3月20日

乙女座

山羊座

天秤座

水瓶座

蠍　座

魚　座

在校生の送辞に対する卒業生の返事
15日間ある大相撲なら8日目
ケーキを焼く前にオーブンを ― した
大学 ― に向けて受験勉強しています
日によって値段が変わるメニューには
こう書かれています
宇野重吉と寺尾聰、渡辺謙と杏
国民の三大 ― は教育・勤労・納税です
食材をいぶして作ります
石原裕次郎のヒット曲『 ― よ今夜も
有難う』
豚カツの衣の一番外側
永世中立国として有名。首都はベルン

2
5
7
9
11

12
14
16
18

20
21

今月の抽選者
士幌南地区

井尾　靖規 さん

営業時間 8:30～18:30

営業時間 7:00～20:00
休 業 日 3月は休まず営業

休 業 日 3月は休まず営業

士幌給油所
●スタッフ

●セルフ

お知らせ INFORMATION

営業時間 9:30～19:00
（31日は18：00まで）

休 業 日 3月は休まず営業
（31日は18：00まで）
（配送ローリー 日曜休業）

アスポ

ガソリンスタンド

※しほろ牛 一頭販売
・3月4日㈰　・4月8日㈰


